
１回目

配管径５０以下 配管径６０以上

バックアップ材
（ヤーン等）

配管

プラスチックテープ１／２重ね１回巻き

ｄφ(mm)
ｄφ(mm)

４０ｄ以上

スラブ配筋
２カ所結束

ＧＬ
屋外

ＧＬ

ステンレス鋼管

地中梁貫通部
防食テープ巻き

屋内（ピット）
（ピット内水密を

要する場合）

フランジ部
防食テープ巻き

スリーブ（黒鋼管）

バックアップ材
（ヤーン等）

防水つばＰＬ2.3以上
ＰＬ６、巾５０以上

シーリング材充填
２０×２０内外

ｄφ(mm)
片巻吊ボルトSUS

ｃφ(mm)以上
止ボルトSUS

プラスチックテープ
１/２重ね１回巻き

５０以上５０以上

屋外

50以上
50以上200以下 200以下

屋内（ピット）

防食テープ巻き
地中梁貫通部

フランジにて配管接続金属継手にて配管接続

防食テープ巻き
地中梁貫通部

水道用ポリエチレン二層管
水道配水用ポリエチレン管

水道配水用ポリエチレン管ステンレス鋼管

（ピット内水密を
要する場合）

金属接続部
防食テープ巻き

注記：フランジはステンレス製（ＪＩＳ　１０Ｋ）とする。

地中梁配管貫通施工要領

鋼管類のコンクリ－ト貫通部防食要領 ポリエチレン被覆鋼管継手防食要領 防食テ－プ巻施工要領（２回巻）

A/2A/2

A

２回目

100 100

50

100 100

50

接続ヶ所

１．ペトロラタム系プライマー塗布
２．ペトロラタム系防食テープ

ポリエチレン被覆鋼管

注記：バンド部分を塩ビ等で被覆したものは除く。

鋼管部の支持要領（吊金物と配管が異種金属の場合）

400

土間配管吊金物施工要領

割当板養生 ｔ＝2.8mm以上
ｗ＝25mm以上

配管Ａ

片巻吊ボルト

４０ｄ以上

１００以上

保温しない場合

片巻吊ボルトSUS

止ボルトSUS

吊バンド（SUS）

注記１：鋼管の場合は当板不用。

管径

１５～２５
３２～１００

１２５～１５０
２００～２５０

止ボルト
ｃφ(mm)

９
１３
１６

９
９
１３
１６

吊ボルト

防水層貫通管処理要領

アスファルト防水

防水モルタル

仕上げ 仕上げ スリーブ（黒鋼管）

外内外内

ＰＬ６、巾５０以上

２０×２０内外

注記：スリーブ（黒鋼管）は汚れ､油類を除去し､内面及び端面に錆止め塗料を塗る。

シーリング材充填

防水つばＰＬ2.3以上

防水モルタルの場合 アスファルト防水の場合

但し、外面は、コンクリートとの付着を密にするため錆止めは不要。

ａ
ｄ
ｈ

Ａ
Ｈ

転圧処理

ＧＬ

Ｈ

ａ ｄ ａ

Ａ

転圧処理

ｈ

Ｈ

ａ ｄ

在来土埋戻

ａ

Ａ

在来土埋戻

１
０

０
１

０
０

山砂の類にて床付

転圧処理

転圧処理

排水管の掘削断面

１
０

０

ｈ

山砂の類

約１５０

１１ １２ １３ １４

１５ １６ １７

１８

埋設表示テープ 150幅

１／２重ね１回巻きとする。

１／２重ね１回巻きとする。
３．プラスチックテープ

２回目
１回目

テープ幅Ａ

A/2A/2

鋼管

１００以上

保温筒

配管Ａ

保温筒

保温する場合

スラブ配筋
２カ所結束

A/2 A/2

A

６
ｄφ(mm)Ａ(mm)

ＧＬ

転圧処理

山砂の類にて床付

SUS

ｃφ(mm)以上

割当板養生（接着）

(配管と同一材料） (配管と同一材料）

記　号

根切り深さ
根切り幅

管底深さ
管外径
作業ゆとり幅

名　　称 単位

図　　名工 事 名

工　事 年 月 日 縮　　尺 図面番号

機械設備工事共通図（その２） ※．記載なき項目については国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」による。

2/3

（㎜）
（㎜）
（㎜）
（㎜）
（㎜）

機械設備工事共通図（その２）

２：全ネジ支持棒は使用しない。

給水管・消火管・液化石油ガス管および排水管根切り・埋戻し標準図

給水管・消火管・液化石油ガス管の掘削断面

改訂：令和4年4月（発注部署名を新潟市に）

2022.4

新潟市


